
要望

観音堂や、そこに安置の県指定の木造深紗大将立像などは、神社近
くに江戸初期まであったとされる白石千坊に由来。地震対策等必要と
は思っているが、費用負担等課題も多く検討中である。

特にない。

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（昭和50年代、観音堂建て替えをしたがその時は耐震工事
等していなく現在に至っている。その後の地震等による被害はな
い。）

今後の予定

要望

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容
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重文：

件

件

棟

件

棟

件

棟
国宝：

1 件

調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

宮総代　下中一郎氏

日

杵築神社

年2018 2 月 22 記入者 水間充

所在地

調査対象先

電話番号生駒郡平群町福貴畑1396番地

水間

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

小倉 久門 鈴木

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

観音堂、本殿、拝殿に火災・侵入感知器を設け、社務所に火災受信
機等設置している。

今後の予定 火災感知器などの定期点検実施中。

要望 特にない。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合



社務所側壁に設置の火災受信機など 【調査票記入者（水間充）の感想】

平群町福貴畑の氏神で祭神は素戔鳴命。宝永年間
（1704～11）の寺社御改帳に「牛頭天王社」とあり、木
造深沙大将立像や本尊は観音堂に祀られている。昭
和50年代に観音堂建て替えをしたが、当時は耐震補
強はされず現在に至っている。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

③今後

町指定の本尊・聖観音座像 杵築神社拝殿（奥に本殿）、右が観音堂

調査対象先 杵築神社

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

県指定の木造深沙大将立像 木造深沙大将立像拡大画像（補修の粗さが目立つ）

今後の予定、
要望

イノシシ境内に侵入するが特に被害はない。今後の対策も特に予定
なし。


